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研究成果の概要 

 

本研究の主テーマである， (1) 地域データやＡＩのプライバシ保護技術，(２)車や人のモビリティ

データ生成技術，に関連する論文発表を実現した．(1)については，GANなどの生成 AIにより地

域データを安全化する新しいアイディアに基づく技術を開発し，論文がモバイルデータ管理の著

名国際会議に採択され，研究開発に従事した学生が地理空間データに関する著名国際会議の学

生コンペティションに入賞したりしている．また，秘密計算を用いた AIモデルの秘匿化技術を提案

した論文が国際ワークショップで採択され，さらに，AIのなかでも高品質な画像を生成できるとして

近年注目を集めている拡散モデルについてのプライバシ漏洩リスクを評価した最新の成果も深層

学習のセキュリティ・プライバシワークショップで発表している． (2)については，映像や距離センサ

からのスポット観測に基づき，地域課題解決に不可欠なモビリティデータを生成する方法を確立し

つつある．限られた車両映像から対象地域全体の車両モビリティを生成する技術については，駐

車場などの PoIにおける滞留行動をモデルに組み込んだモビリティ生成方法を開発した．人流モ

ビリティを再現する技術については，モバイルとパーベイシブコンピューティング分野のフラグシッ

プ会議 IEEE PerCom2023にフルペーパーが採択されている．地域を支える知のデジタライゼーシ

ョンに求められる技術について成果発表を積極的に行っている．  

また，本研究開発のテーマについて，代表者の山口は２０２２年度中に，国際会議での基調講

演，国際ワークショップでの基調講演，ならびに 1件の招待講演を実施し，デジタライゼーションコ

ンセプトの啓蒙活動を実施した．主たる研究者の矢内は，2022年度第 3回デバイス・ハードウェア

セキュリティ技術分科会 (2022-09) において AI セキュリティに関する招待講演を行っている．関

連する研究者へのプロジェクト広報に努めている．  

自治体や企業とのデータ連携・活用も進めている．協同関係にある市町村とはワークショップや

議論を実施し，一部地域については前述のモビリティ生成手法で交通データを生成し一般公開し

ている．また，モビリティデマンドレスポンスに関する交通ビッグデータを入手・加工し活用してい

る．防災・減災に関連しても鹿屋市など多くの自治体との連携体制を確認・構築し，危機管理・防

災担当者等への災害時の避難所情報システムなどのヒアリング、避難所および避難場所の実態調

査を行っている．デジタルテレビ活用についてはテレビ活用シナリオとシステム設計を行っている． 
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